

明日の参議院財政金融委員会を巡る動きについて
平成20年11月12日
参議院議員 大塚耕平
参議院では、明日の財政金融委員会から改正金融機能強化法案の実質審議が始まる。このため、明日の参考人として東京都産業労働局長等、東京都関係者の出席を求めたものの、以下の経緯で東京都関係者の出席は実現しなかった。
今後、然るべき機会に新銀行東京を巡る東京都関係者の参議院財政金融委員会への出席が実現し、改正金融機能強化法案、ならびに新銀行東京に関する有意義な審議が行われることを期待したい。
１．昨日（11日）より、民主党都議を通じて13日の出席要請を内々打診。
２．本日、午前中に参議院委員部を通じて産業労働局長に参考人としての出席要請を伝える。
３．産業労働局長は、明日多摩方面で公務があるため出席できない旨、委員部を通じて連絡を受ける。
４．産業労働局長が対応できない場合には、副知事、あるいは、金融監理室長、監理課長、金融支援担当部長等、他の関係者の出席を、委員部を通じて改めて要請する。
５．東京都から委員部に対して、要請された４名のうち、２名は他の公務、２名は産業労働局長に同行するため、いずれも出席できない旨、連絡あり。
６．委員部経由で、産業労働局長ほか関係者全員が、明日なぜ出席できないのか、公務の内容等を開示してほしい旨要請する。
７．東京都（産業労働局総務部総務課長）から委員部に対して、公務の内容等についても、参考人としての「正式の」出席要請がないと開示できない旨、連絡あり。
８．参議院財政金融委員会与党筆頭理事も、委員部経由で参考人としての出席要請を行うものの、上記と同様の理由、展開により、出席要請を謝絶。
９．産業労働局長と直接電話で話がしたい旨、電話をしたところ、産業労働局総務部担当者は「局長は１７時頃席に戻るが、すぐに外出するので電話で会話をする余裕はない」との説明を受ける。
10．同担当者に改めて電話をし、１７時頃局長からの架電の要請をする。あわせて、総務部総務課長と話をしたい旨伝えると「総務課長は電話中」との由。電話終了後の架電を要請。
11．約２時間後、総務課長、産業労働局長からそれぞれ電話があり、今後の参考人としての出席要請の可能性を伝える。その際、「知事に止められたのか」と質問したところ、「知事には本日は相談していないし、指示も受けていない」由。また、「今後も参考人としての出席要請をする可能性があるので、よろしく対応願いたい」旨伝えたところ、「知事は『まず銀行関係者から』と述べているので、そういうことかと思う」との発言。
以　　上
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